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く揺さぶられる、震えに他ならない。それらの作品がそう教えてくれるかのようだった。 
 芸術というものは、時代の寵児を匿う華やかな制度としてのみあるのではなく、すべての人間の人生
に静かに寄り添い黙って何らかの共感を呼び起こすための、大事な何かなのだ。そういうことを思い出
させる一貫した彼女の姿勢に、高い評価を与えた審査結果となった。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 高井史子の画面は、全面が限りなく透明に近いプロイセン青（プルシャンブルー）で覆われており、
その時々の形象が描かれている。植物であったり、花であったり、風景であったり、琴線に触れる、見
ることの体験が込められている。新即物主義的に物自体に迫真的に追求しているように見えながら、「ゆ
く河の流れは絶えずして、しかも、もとの水にあらず」というような無常の状態を意識しているように
思える。今回は、一日という時間という経過に着目し、飛翔する鳥にフォーカスした十六枚の小品を並
べ、そして飛翔している二羽の鳥が交差して飛び去る姿を三枚の大作に託している。連句、連歌とつな
がる、連作であり、恩師大西博先生と友人佐藤万葉に対する挽歌であるのかもしれない。 
 高井史子の透明な青色油絵具＝プロイセン青の下層には、不透明な赤色油絵具＝バーミリオン（辰砂）
が塗ってある。入射光線は透明な絵具層を透過して、不透明な絵具層で反射して、オプティカルな作用
による混色が成立する。このような深層光による色彩効果は、油画の絵画技術の最大の特徴でもある。
このような深みの感じられる色調は、ぼかしのテクニックによって、精緻な諧調（グラデーション）が
醸し出される。そのような重層構造の画面を見つめると、観者は視覚の想像力を刺激される。 
 高井史子の画面を見つめていると、ゴッホの日本人の芸術について述べた言葉を思い出す。「日本の芸
術を研究してみると、明らかに賢者であり、哲学者であり、知者である人物に出会う。……かれはただ
一茎の草の芽生えを研究しているのだ。ところがこの草の芽がかれに、あらゆる類いの植物、つぎには
季節、田園の広々した景色、そして動物を、人間の顔を描かしめるのだ。このようにしてかれは生涯を
暮らすが、すべてをなしとげるべく人生は余りに短い。いいかね、かれら自身が花であるかのように、
自然の中に生きるかくも素朴な日本人がわれわれに教えるものこそ、ほんとうの宗教といえるのではな
かろうか？……」（書簡五四二） 
 博士論文では、少女期から現在までを振り返り、自分自身の身体と精神の絡み合いを考察し、みずか
らの存在理由を問いている。高井史子自身が花であるかのように、無常の自己存在を確かめている。そ
して、これからさらなる愛という観念的存在が形成され、新たな方向に向かって、持続する制作活動を
深めていくことを期待したい。 
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